
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

テキスト・辞書 特記事項なし

イントロダクション・Unit1

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自己紹介を英語でできるようにする

各コマに
おける

授業予定
Speech(自己紹介)作成・添削

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

スピーチの発表と他の発表者の評価

各コマに
おける

授業予定
Speech発表

廣野　允紀
実務経験と

その関連資格

科  目  名

診療放射線技師学科（夜間部）

英会話

科　目　区　分

教科書　Communication Strategies;For Independent English Users、達川　圭三、英宝社
参考図書

この授業では、テキストを用いて英語の会話がどのように始められ、構成されているかを中心に学ぶ。またそこで用いられる
フレーズを学習し、覚えることで実践力を身につけていく。そして、自分のことを相手に伝えるための練習として自分でスピー
チを作成し、発表してもらう。それにより、自分で英語の文章を構成する能力、英語を発音する能力を養う。またテキストで学
んだフレーズや単語を授業の始めにテストを行い、確認する。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

第3校舎 901教室2年次 教室名

スピーチ作成や発表においては、ペアで取り組んでもらう。なので、お互いに積極的に助け合う姿勢や学ぶ姿勢を持って受
講してもらう。

担 当 教 員

使用教材

テキスト・辞書

授業以外での準備学習
の具体的な内容

学習した表現は次回テ
ストする

第
5
回

第
2
回

テキスト・辞書
原稿の作成や発表の練

習

第
3
回

テキスト・辞書
学習した表現は次回テ
ストする

内　　　容

授業の進め方、評価基準、予習について・様々な場面で用い
る表現やフレーズを覚えて、使えるようにする

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

テキスト・辞書 特記事項なし

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

様々な場面で用いる表現やフレーズを覚えて、使えるようにす
る

2020

基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

授業内で学んだ単語やフレーズを、自分のものにできるように練習する。発音やアクセントを意識し、ネイティブにも通じる表
現を増やしていく。また、自主的に英語の映画や音楽、読み物から使える表現を見つけ出し、積極的に学ぶ姿勢を身に着
けていく。英語スピーチに関しては、授業内だけでなく、授業外でも原稿作成や発表練習などをしてもらう。

　①素点　　　　70％
　②出席評価　20％
　③平常評価　10％

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

Unit２－３

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

英語スピーチの構成を学習し、理解する

各コマに
おける

授業予定
英語のスピーチを学ぶ（１）



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

最終テストに向けて学習する

各コマに
おける

授業予定
テストに向けて

各コマに
おける

授業予定
Unit８－９

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

ペアを作り、与えられたテーマに関してスピーチを作成する

各コマに
おける

授業予定
Speech（三回目）作成

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

スピーチの発表と他の発表者の評価

各コマに
おける

授業予定
Speech発表

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

様々な場面で用いる表現やフレーズを覚えて、使えるようにす
る

各コマに
おける

授業予定
Unit４－５

第
15
回

テキスト・辞書 特記事項なし

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

ペアを作り、与えられたテーマに関してスピーチを作成する

各コマに
おける

授業予定

テキスト・辞書

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

テキスト・辞書
原稿の作成や発表の練
習

Speech（二回目）作成

学習した表現は次回テ
ストする

第
8
回

テキスト・辞書
学習した表現は次回テ
ストする

第
9
回

テキスト・辞書 特記事項なし

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

様々な場面で用いる表現やフレーズを覚えて、使えるようにす
る

各コマに
おける

授業予定
Unit６－７

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

スピーチの発表と他の発表者の評価

各コマに
おける

授業予定
Speech発表

第
10
回

テキスト・辞書 特記事項なし

第
11
回

テキスト・辞書 特記事項なし

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

前回のスピーチの原稿から、次のスピーチに活かすようにする

各コマに
おける

授業予定
Speech原稿の返却

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

英語スピーチの構成を学習し、理解する

各コマに
おける

授業予定
英語のスピーチを学ぶ（２）

第
14
回

テキスト・辞書 特記事項なし

第
12
回

テキスト・辞書
学習した表現は次回テ
ストする

第
13
回

テキスト・辞書
原稿の作成や発表の練
習

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

様々な場面で用いる表現やフレーズを覚えて、使えるようにす
る


